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I   総  子舌 (令和元年度)
2020年 1月 16日 国内で初めての新型ロナウイルス感染者確認された時は他人事だつたことが、4月 30日 に

なると国内での感染者数は 1万 3929人 (世界では325万 6846人 )と増大、他人事ではなくなった。「入
居者を守る」を第一優先で取り組み、入居者、家族に不便や心配をかけているため、最近はズームを使ったウエ

ヴ面会を実施している。在宅サービス部は「三密」を避けて活動場所を移動している。 また、職員は緊張の日々
の中で、利用者を守る感染対策に取り組んでいる。

法人全体で取り組んでいる感染対策は、委員会開催や、ハングアウト・メールにより、日々情報共有 (行政通

知 。他事業所情報・ケアマネ情報 。衛生用品在庫等々)を して、会議や打ち合わせはウエブや、Zoomを 利用
してヤヽる。

稼動については、入居サービス系では変動ないが、在宅サービス系は比較的お元気な方が利用控えにより、一

20%から-25%の稼働率減少となつている。
このような状況下でうれしかつたことは、利用者家族・業者から「頑張つて !」 と差し入れを頂戴したり、近

隣の方などから手作リマスクの寄贈、ボランティア、職員家族がマスクの製作を引き受けて下さる等、思わぬと

ころで温かい励ましを頂いてきた。

法人経営状況は、 7月 からヅハス>守山・草津が法人に統合したため、収益は前年比では ■6%。 同様に人年

費も前年比では 125%と なった。前年度比較は出来ないが、それぞれの部署が立てた稼働率目標は達成できて、

アlJ年並みの収益となった。税理士からのアドバイスでは、人件費率 68,1%(全国平均 64,6%)で、今後効率的

な人員配置や採用計画を行なうことが課題である。また、預貯金については現在 5億 2千万円であるが、この規

模での全国平均は 6億円であるため、今後は目標に向けての計画的貯蓄を進めていくようア ドバイスがあった。

法人事業報告

1・ 南部地区地域包括支援センターの開設について

2019年 4月 から開設。マンションの新世代と地元の人が混在しイ(夏雑かつ困難ケースが多い。頼りにしていた

だける存在になれるよう努力している。

2・ リハステーション守山・リハステーション草津の事業譲渡統合について

2019年 7月 から23名 の職員を迎えて事業が始まって 10ヶ 月間を経た。数名の退職者はあったが、混乱はな

く、在宅部として合同で共にウエブ会議等での情報交換が出来ている。

3・ 特定処遇改善力日算について

2019年 10月 から新設の特定処遇改善カロ算申請をして、法人全体では半期で767万円であつた。
特定処遇改善加算の目的 (現場で長く活躍してきた職員の賃金向上と、介護業界の処遇改善及び人財確保)に

,沿つた配分を6月 に支給予定

4・ 訪問看護ステーションの事業開始について

2020年 5月 1日 から事業開始している。

5。 地域に向けた支援事業は 2020年 2月 からは感染予防のため中止。

実施事業 :ゆいの日は守山音楽連盟の協力を得てオペラ鑑賞 。第 7回地域住民グランドゴルフ・第 5回ゆい
友の会  。第 7回 0歳～100歳コンサー ト
:守山市委託事業 (サロン派遣事業・百歳体操等)

中止事業 :第 20回ボラン>ィ ア交流会、第 4回運営協議会、苦情のための第二者委員会

自主事業及びボランティア受け入れは 3月 から中止中

6・ ICT関連について
1)介護ロボント (眠 リスキャン :30名 に使用 (内 23名看取り時)  Hugi3名 に使用 (トイレ介助立

位時)  Dfree:1名 (排尿タイミングを計る)

2)介護サプリ (Care― Wing o G Suite・ インカム・タブレット・IPad・ )滋賀県老人福祉施設協議会の研究
発表会にて発表したため、他施設から問い合わせや見学があつた。

7・ 各プロジェクの進行状況 (人材確保・給与検討・特養建て替え・企業主導型保育事業)

議案・報告および専決報告にて記載
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<理事会・評議員会等の状況 >

社会福祉法人慈恵会 役員 (令和元年度 (2019年度))
令和元年 6月 15日 ～令和 3年に開催する定時評議員会の終結の時ま

理 事 長

常務理事

理  事
理  事
理  事
理  事
監  事
監  事

廣田

掛谷

廣田

青山

岸井

本條

渕上

材

加代子

壽香 (業務執行理事)

岳尚

修子

千里

由美

清二

正人

社会福祉法人慈恵会 評議員 (令和元年度 (2019年度))

平成 29年 4月 1日 ～平成 33年 (令和 3年)に開催する定時評議員会の終結の時ま

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

廣田

牧野

井上

今井

金野

田所

辻

井上

久佳

伸彦

純作

悟

弘子

久美子

絹子

正雄

・評議員会 (3回開催 )

第 1回 令和元年
第 2回 令和元年
第 3回 令和元年

・理事会 (4回開催 )

第 1回 平成 31年

第 2回 令和元年
第 3回 令和元年
第 4回 令和元年
第 5回 令和元年
第 6回 令和 2年

(決議の省略  定款変更について)

(定時評議員会 H30年度決算について等 )

(決議の省略  定款変更について)

5月 8日

6月 15日

12月 18口

4月 24日

5月 8日

6月 15日

6月 26日

11月 27日

3月 28日

(決議の省略

(定時理事会

(臨時理事会

(臨時理事会

(定時理事会

(定時理事会

l抑明尚介護保険部門譲り受けについて)

H30年度決算について等)

理事長選任について)

令和元年度資金収支第 1次補正予算等)

令和元年度資金収支第 2次補正予算等)

令和元年度資金収支決算見込等)
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Ⅱ 各部署からの振り返り

1.待 別碁 譜老 人 ホ 入所介譜サー ビス含む )― ム (

① 【褥看対策、日腔ケアなど加算の評価を行う。機能訓練、排泄評価など、新規加算の取得を目指
す。】
口腔ケア加算算定のため、月 2回歯科衛生士による日腔ケアを糸匹続的に実施したことで、職員の口
腔ケアに対する認識も高まった。誤疎性肺炎での入院を減らすことができた。
機能訓練、排泄評価など、新規加算取得については、検討は行つたが実施には至らなかつた。

② 【職員の介護負担の軽減や業務の効率化を図るため、ICT・ 介護機器の導入及び効果的な介護実
践を行う。】
G SUITEの機能を順次導入し、業務効率を図つている。眠りSCANは看取りの方などに使用すること
で、終末期の時期など家族と協力し合えるようになっている。また、Dfreeと HUGを導入し適切な排
せつや職員の腰痛予防などに今後活用していく。ICT推進委員会を立ち上げ、法人内へ周知している

、③ 【従来型 :95.8%(57.5人 /日 ) 別館 :96.2%(38.4人 /日 )を 目指す。】
従来型 :96.3%(57.8人 /日 )、 別館 :98.3%(39.3人 /日 )と なり、目標値に達した。日腔ケアを継続
的に実施することで、誤廉性肺炎による入院日数を減らすことができた。
退所者が多い年となり、1年で 39名の退所があつた。うちゆいの里での看取りは 28名 とは 7割以上
の方が、ゆいの里で亡くなられた。

④ 【利用率 96.8%(15.5人/日 )別 館空きベッド利用 50%】
従来型 SS不可用率97.1%(15.5人 /日 ) 新規52件 別館空床 SS 4件
ショート利用者の特養入所が多くあったことで、予約分が埋めきれないこともあつたが、緊急ショー
トを断らずうけたことで、定期利用につながつたケースもあつた。

2.守山デイサービス

① 【ボランテイアの協力を得て活動の充実を図る】
歌クラブでは敬老会での発表に繁げ、活動の充実を図ることができた。

)児
童クラブとの交流を2回行い、継続した取り組みとすることができた。

② 【認知症ケアの効強会を 2か月に 1回行い、各部門の特色を活かした個別ケアを行う。】
デイ会議で、ひもときシートの勉強会を継続して行い、各部屋で個別ケアに活かすことができた
はなれでは、利用拒否の強い方を時短から始め週 3回の安定した利用に繋げる事ができた。

③ 【はなれ 80%、 えんがわ 80%、 ひまわり75%、 (ゆったり8人/日 )登録者数 120名 を目指
し安定した経営を図る。】
デイでの様子以外にも自宅での様子や家族の変化にも気を配り、ケアマネジャーや他事業所との連携
に努めた。利用者のデイでの取り組みや様子をこまめに伝えることで、守山デイのアピールを行つた。
また、介護支援専門員への報告書には、文章だけではなく写真を添付し、介護支援専門員からも家族
へ見せたいと好評であつた。

ゆつたりは 6.5人ではあつたが、はなれ 86.5% えんがわ 84.6% ひまわり87.9%と 通所介護では、
目標を大きく上回る事ができた。
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3.幸津ナIIデイサービス

① 【いつまでも自宅でその人らしく生活できるよう、身体状態を細かく把握し、介護支援専門員
関係事業所と情報を共有することで安心した在宅生活が送れるように支援する。】

月 1回 (実績報告時)の利用者の状況報告を継続した。日々 の状態を観察し、気になることがあれ
ば随時報告を行つた。また、サービス担当者会議にも積極的に参加し、介護支援専門員や関係事業

所との情報の交換・共有に努めた。

② 【他事業所との「顔の見える」関係を継続し、信頼関係の構築を図る。】
実績配布やサービス担当者会議などに参加し、新しい相談員の顔を覚えてもらえるように努めた。

③ 【利用率 80%、 一日平均 20.0名、(ゆつたり5人 /日 )登録者数 85名 を目指す。】
通所介護 (稼働率 80.2%、 一日平均 20.0名 、登録人数は70名 )、 総合事業 (一 日平均 3.4名 、登録

人数 15名 )であつた。通所介護は日標を達成することができた。季節を感じる行事やリハビリがで

きる環境づくりなどを行い、またおやつ作りなどのレクリエーションも定着してきた。総合事業の利

用者が増えたことで活発なデイサービスになってきており、総合事業の方を中心に自分でできること

を増やす取り組みを行つた。

4.デイサービス (共通)

【家族介護者教室、家族会を年 2回開催する。公民館など地域にも広く広報し、地域の方へも参

加を呼びかける。】

両デイの家族介護者教室・家族会を 7月 と2月 に実施し、48名 の参力日があつた。

5.リ ハステーション守山デイサービス

① 【稼働率 87%を達成する (毎月)】
「新規利用者の獲得」「振替利用やスポット利用者の推奨」「意義のある形での増回提案」など稼働

率改善に向けた取り組みを積極的に行つた。また、サービス内容に関しても
「また来よう」と思つて

いただけるように、接遇。内容面での充実を図つた。結果としては年度平均 85.1%と 一部下回る形に

はなつたが、継続的な新規利用依頼も頂け、安定した形での運営ができた。

② 【自立・社会参加の支援を 100名 の対象者に実施する。】
ご利用者の生活での課題や「望むくらし」の聞き取りを強化し、ジハビリスタンフの個別での生活改

善に向けた取り組みを強化した。また「買い物」「保育園や子供食堂へのプレゼント」など
「地域と

つながる」ための企画を年度で 4回ほど実施し、社会参加の機会・きつかけを作る事ができた。

年間で 90名 と目標には及ばなかつたが、全利用者の 60%の方に対して自立・社会参加に向けた集中

的な取り組みを実施する事ができた。

③ 【業務の効率化 。残業時間の削減を目指す。 (18時までの完了を75%以上にする。)】
記録業務の簡素化/書類の見直し/ス タンフのスケジュール活用や ICTでの見える可 など業務効率
を改善し残業時間が短縮できるように取り組みをすすめた。一時期は達成できたが、下半期よリスタ

ッフの入退職が多くなり、形の見直しが必要となったため、効率的な取り組みの実施が難しかった。

反面、スタンフの教育機会や習得業務の拡大などから、スタンフが成長できるような取り組みをすす

め、スタッフ 1人 1人の成長につながるようにすすめる事ができた。
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6. リハスラよ―ション草津デイサービス

① 【月間稼働率 90%を達成する。 (毎月)】
キャンセル率を減らす。私用での欠席に対しての振替/スポット提案/外部営業の強化などを取り組み
として掲げ「キャンセル率 15%以下」「振替・スポット率 40%以上」「見学依頼数 15件以上」と取り
組み目標値を達成した。年度稼働率も理 と好調で、1年での運営状況も飛躍的に改善が見られた。

② 【新規利用者のサービス継続率を 90%以上にする。】
利用開始後での重点的に支援を行つた事で、新規利用者 13名全員が終了する事なく継続頂けている。

③ 【業務の効率化 :5人ですすめているサービス提供を4人で実施できるようにする】
正規職員が担当していた業務 (役割)をパー トスタンフにも依頼する事/ご利用者自身にもできるこ
とは自分でしてもらう事 の 2点を強化し、4名でサービス提供が可能となつた。時間と人手が捻出
できたことで、企画や管理業務などにあてる時間をそれぞれが捻出する事ができた。

④ 【ご利用者の満足度が高まる取り組みを行う。】
外出や買い物などの企画の実施/苦情相談結果の改善から顧客満足度を高める取り組みをすすめた。
新規利用者数 。問い合わせ数 。キャンセル数・終了者数・苦情件数などでそれぞれ目標値を決め、指
定の件数以上 (ま たは以下)になる形で満足度を高める取り組みを進める事ができた。

7.リ ハステーショ イサービス (共涌 )

【スタッフ 1人 1人が成長できる事業所にする】
OKRと いう新しい手法を用いて年度の目標設定 (管理)を行つた。正規職員 1人 1人が事業所の目標
達成に向けた仕事を担当する事で、各自が責任をもつて取り組む (すすめる)事が出来た事は大きな
成果であつたと感じる。半面、両事業所とも「チームで考える/協議してすすめる」機会が不足し「理
念や目標にむけた共通認識」を掘り下げて考える機会が少なくなってしまつた。新しいスタンフが増
えている状況のため、「スタンフ間での意見交換」や「意識・方向性の共有」を重視して、次年度は

すすめていきたい。

8.居宅介護支援事業

'①

 【介護支援専門員一人当たり平均介護給付 38件を維持するために、毎月平均 8件の新規受け入
れを行う。 (予防は 45人を上限とする)】
1人当たり平均介護給付 34件と高い稼働率を維持することが出来た。予防給付は7.2名。合計す
ると介護支援専門員一人当たり41.3名 の利用者受け持ちを行つた。 (3月 末現在、介護支援専門員 1

年平均常勤換算 5。 2名 として)
年間の新規受入が 19件であつた。9月 から 1月 までは介護支援専門員が 1名不足であつたため、新
規の受け入れを断つていたことも要因であつた。

② 年間 15～ 20件の研修 (自主研修を含め)を受けた中で、基礎資格は様々な介護支援専門員が『介
護支援専門員』という視点で研修を受け、その中での学びの中で介護支援専門員としてこういったこ

とを学んだ、不足しているなどの新たな気付きを得ることで個々がスキルアップにつながった。

③ 介護支援専門員の人数が少ない時期があつただけに、それぞれが担当する困難ケースを居宅とし
てフォローしあえる (二人で対応する等)体制つくりを持つことが出来た。また、その中でそれぞれ
が不足していた専門的知識 (医療精ネ申、社会保障等)を積極的に学ぶ姿勢がみられるようになつた。
その中で介護支援専門員一人一人が大きな経験を積むことが出来た 1年であつた。
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9.訪問介護事業

① 【訪問記録システム「ケアウィング」を活用し、仕事の効率化 (情報の共有のスピード化)をは
かる】

今年度、ヘルパー全員に社用スマートフオンを支給して頂き、手書きの記録用紙からICタ グスキャ

ンで入退室管理をおこなう方法に移行。操作をみんなで練習し、ケアウィングヘの入力ができるよう

になつた。訪問実績の変更や特記事項も一緒に入力することで、翌日には正しい実績が確認できるよ

うになつた。次に訪問するヘルパーヘの伝言としても利用できており、確認がスムーズになり時間短

縮できた。申し送りについては、以前は事務所のノー トに書き込み、出勤したら確認という方法であ

ったが、スマートフオンで全体に送信することでケアの合間にも確認でき、すぐに返信が来るという

やりとりができている。

② 【居宅事業所との信頼を深め、定期的な情報の発信を行い、安定した利用者獲得を行う( 52
7件/月 を目指す)】

① の取り組みにより、ヘルパーからサービス提供責任者へ。サービス提供責任者からご家族や

介護支援専門員、他事業所へ。というやりとりがスムーズにおこなえている。事業所訪間での報告に

加え、たくさんの情報をタイムリーに伝えることができ、ご利用継続や新規の利用者紹介につながつ

たと思う。昨年度よりも訪問件教、訪問実績が増加した。

10,ケアハウス

① 【不可用者中心のサービス提供】
個々の出来る事 (良いこと探し)の洗い出しを日常会話の中で聞きだし、生き甲斐つくりにつなげる事

ができた。 そのひとつとして、お仕事プラン(縫子仕事「マスク作り、エコバック、マスク入れな
ど」、絵葉書作成、交流ホーム清掃など)を開始した。 入居者さんの生き甲斐だけではなく、入居者
確保の宣伝へとつなげたい。

② 【地域福祉への貢献】
地元自治会の防災訓練に於いて「災害時の車いすの活用 (仕組みや操作方法)」 のブースを担当して地

域貢献、交流を行つた。

③ 【職員の資質向上】
コミュニケーション能力向上の為に観察、洞察力、聞き出す、引き出す力等の向上に努めた。

また、緊急時対応の研修、認知症に関する知識向上と基礎的な介護技術を身に付ける為の研修なども

実施した。

④ 【危機管理】
感染症では新型コロナウイルス、インフルエンザの情報提供やポスター掲示、入居者向け研修などの

予防対策を行つた。

また、入居者と一緒に防犯研修、訓練を実施した。

⑤ 【健全経営について】
即入居希望者 6名 を確保しながら、入居率は 99,68%と なり、予算人数 (入居率は 99。 2%)を上回るこ

とができた。
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11.グループホーム

① 【活動意欲を向上させ、外出機会を増やす】
個々の思いを引き出し、外出機会を増やすことができた。出かける目標ができることで、日常の

動きの活性化にも繁がり、利用者が体を動かす機会がこれまで以上に増えた。

② 【認知症に関する知識を向上する】
昨年より継続して勉強会を実施してきた「ひもときシー ト」を全職員が使えるようになった。これに
より、認知症の人の抱える困難さを組解くことができるようになり、表面だけでは見えない思いに近
づくことができるようになった。

③ 【生産性の向上】
IPADの導入により、少しの合間に記録入力することができるようになり、時間を削減できるように
なった。他、記録を紙ベースからデータ管理へ移行。時間とペーパー使用量削減とつながつた。
④ 【健全経営】
即入居希望者を常時 4名確保できた。今年度は、日常の利用者の体力維持の関りの成果もあり、退
居者が 1名 (年度末)であった。また、入院の空室には、待機者にショー トステイを不可用していた
だき、稼働率 99.47%と 目標達成できた。
(シ ョー トステイ利用実績 H28:100人 H29:126人 H30:96人 Rl:17人 )
(入院者 H28:54人 H291156人 H30:24人 Rl:47人 )

12.地 域連携事業 (守山市受託事業・サロン事業)

① 【地域福祉への貢献 (ゆいの里独自事業)】
・木曜の朝はゆいの里で元気充電

。ゆいの里簡単料理教室・・ 1～ 2月 :2回実施 延べ参加者数 :51名 (3月 はコロナ感染予防のた
め中止)
・サロン講師派遣事業・・・・依頼 : 23件   ・施設見学 :2件
(協賛)
・0～ 100歳 コンサー ト  10月 26日 守山音楽連盟協賛・・・ 62名参力日 (職員 6名 )
。中野自治会 「出張ほっこリカフェ」10回/月 参加・・・・合計 10回 (延べ職員派遣数 20名 )

② 【守山市受託事業】
・守山市すこやかサロン等介護予防指導員派遣事業  2回 (参加者延べ人数 129名 )
・栄養士サロン派遣事業 22回 (地域利用者延べ人数 997名 )
。令和元年度守山市百歳体操・認知症予防毅室

第 1毅室 (守山市北公民館)       8月 2日 ～10月 25日  12回 延べ参加人数
第 2教室 (守山市中心市街地活性化交流プラザ)8月 2日 ～10月 25日  12回 延べ参加人数
第 3教室 (すこゃかセンター)      1月 1日 ～1月 31日  12回 延べ参カロ人数

59名

98名

198名

7

百歳体操

毎週木曜日10:00～
ほつこリカフェ

第 1木曜日■ :00～
はつらつリフレッシュ

第 2木曜日H:00～
ほつこリカフェ (男性

専科)

第 3木曜日11:00～

卓球

第 4木曜日11:00～

合計

利用人数

1504名 (44回 ) 282名 (9回 ) 366名 (11回 ) 109名 (3回 ) 88名 (10回 )

1回の平均
利用者数

342名 31.3名 333名 121名 88名



13.】 都地区地域包括 センター

① 【認知症についての正しい知識や理解への普及啓発により地域全体で見守り支えられる体制を
構築する】

北都包括主催の認知症カフェ『ほっこり庵・絆』を今年度より、毎月開催した。9月 にはカフェで
「ミ

ニオリンピック」 (室内運動会)も行い、居場所づくりとカフェサポーターの活動拠点として確立し

てきている。今年度は自治会でも人権学習として認知症サポーター養成学習の依頼が増えている。地

域において認知症の早期発見。早期対応できるように普及活動と認知症サポーター養成講座後の活動

の場についても考えていきたい。

認知症サポーター養成講座 (自 治会・小学校):地域 6件・圏域学区小学校 3件 :延 567人

認知症カフェ「ほつこり庵～絆～」:10回延 172人

② 【支援困難事例に対応できる力量を付ける】
上半期は、地域の介護支援専門員対象に北部包括主催の事例検討会を 2回実施した。テーマを基幹包

括主催の介護支援専門員研修とリンクさせ、学びを深めることを目的とした。下半期は介護支援専門

員と民生委員対象に圏域地域課題を基に事例検討会を開催し、顔の見える関係づくりとそれぞれの立

場で地域で支えあうを考える機会となつた。次年度も継続して開催し、地域の支援者として気づきの

視点を増やすこととアセスメントカの向上を目指したい。

気づきの事例検討会 (2回):介護支援専門員 延 38人
地域で支え合 うを考える事例検討会 :介護支援専門員 14人、民生委員 7人

14. 区地域包括 ンター

① 【地域の総合相談窓口として、相談しやすい環境を整え、介護予防の推進を図る」
4月 に事業開始し、事務所は 5月 中旬の開所と遅れたが、地域住民に広く知つてもらい、活用しても

らうため、定例の事業に加え、地域性をとらえた独自事業を実施した。実施にあたり、学区・市広報

等活用し広く広報したことで、来所相談件数も増えた。

上半期 (5～ 9月 )平均 15件/月 →下半期 (10～ 3月 ):平均 24.3件/月
南都包括から遠い小津学区の来所相談、事業への参加人数が少ないので、小津会館で出張介護相談会

を下半期に 2回実施した。参加が少なかつたが定例化することで地域に周知していく。
・介護予防教室「Let's トライ 8(エイ ト)」 8回 (10月 ～12月 ):延 116人
・家族介護者教室 5回 (1月 ～2月 )と 延 98人

・親子介護教室 (8月 ):7組 15人   ・安全運転教室 (1月 ):20人
・小津介護なんでも相談会 :11月 1人・2月 0人

② 【認知症の人及び家族への支援業務を南都地区センターを拠点に展開し推進する】
南部包括主催で、認知症サポーター養成講座を年 2回開催した。(参加者 39名 )参加者の中から、カ

フェサポーターを募った。準備を整え、9月 から月 1回オレンジカフェ「お結びカフェ」を定期開催

し、好評を得ている。 (6回 :参加者延べ 124名  内サポーター延べ 17名 )

③ 【地域のネットワークの構築及び整備を行う】
地域ケア個別会議に、毎回事例を提出し地域課題の抽出を行つた。長年未解決のケースの課題を、地

域住民、専門医、開業医、関係課等の協力を得て抽出し、ケース支援が開始できた。地域づくりに会

議への参力日はできなかつたが、開所式には地域住民に向けた「地域包括ケアシステムの構築」の講演

会を実施 (32名参加 )、 守山小津両学区とも地域役員対象に
「地域づくり」に向けた研修会を実施し

た。
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令和元年度(2019年度)事業報告 (共通項 目)

1,利用実績

幸津)||デイ

(通所介護)

※居宅はケアマネ常勤換算58名 / GHの稼働率は短期入所、KHは空室利用数を除く

別表

R2.3.31現在土

2,利用者の状況

A,入居者

ケアハ Iクス

プホーム

(人 )

(人 )

(歳 )

最低年齢 (女・男) 最高年齢 (女・男) 平均年齢 (女・男) 平均

63 72 104 104 89.4 85.4 87.4

67 69 100 90 86.0 81.0 83.5

78 74 100 86 89.2 80.0 84.6

63 104 88.2 82.1 85.2

(歳 )

合   計

B,契約者 (在宅)

定員 利用者合計(人 ) 一日平均(人 ) 稼働率10/ol

H29 H30 Rl H29 H30 Rl H29 H30 Rl

入所サービス 100 34,951 34,999 35,427 95.8 95.9 97.1 95.8 95,9 97.1

短期入所 (ホーム) 16 5,574 5,619 5,671 15.1 15.4 15.5 94.6 96.2 97.1

ケアハウス 50 18,080 18,014 18,183 49.5 49.4 49,8 99.1 98.7 99.6

グループホーム 18 6,313 6,451 6,536 17.3 17.7 17.9 96.1 98.2 99.5

短期入所 (GH) 126 96 17 0.3 0.3 0.0 49.0 80.7 50.0

守山デイ 62 10,028 10,871 12,001 38.7 42.5 46.5 82.4 68.5 75.0

(はなれ) 12 2,554 2,757 2,658 9.9 10.8 10.3 82.8 89.7 85。 9

(えんがわ) 25 5,328 5,366 5,414 20.6 21.0 21.0 83.4 83.8 83,9

(ひまわり) 10 2,146 1,508 2,249 8.3 5.9 8.7 82.2 58.9 87.2

(ゆつたり) 15 1,240 1,680 4.8 6.5 32.3 43,4

35 6,256 6,985 7,242 20.1 22.7 234 67.2 64.8 67.0

25 6,256 6,287 6,196 20.1 20,4 20.1 67.2 81.6 80.2

(ゆったり) 10 698 1,046 2.3 3.4 22.7 33.9

ノハステ守山 42 10,902 35.7 85。 1

リハステ草津 36 9,660 31.7 88,0

訪間介護 5,298 6,802 7,141 17.1 22.1 23.1

居宅支援 35/月 2,707 2,807 2,581 225.6 238,9 215。 1

定員 新規入居数 女性 男性 合計

入所サービス 100 38 33 5 38

50 6 3 3 6

18 0 0 0 0

168 44 36 8 44

定員
年度内
新規契約数

契約者数
合計

女性 男性

守山デイ 47 55 103 27 130

幸津,IIデイ 25 38 59 26 85

リハステ守山 42 23 88 83 171

リハステ章津 36 26 76 52 128

短期八所 (ホーム) 16 52 92 28 120

短期入所 (GH) 1 2 0 2

訪問介護 27 38 24 62

居宅支援 19 145 74 219

合   計 241 603 314 917

最低年齢 最高年齢 平均年齢
平 均

女性 男性 女性 男性 女性 男性

70 77 96 94 85.9 86.1 86.0

72 68 101 95 88.0 85.0 865

56 47 95 95 80.1 79.2 79.7

64 61 96 89 81.2 77.5 79,4

61 68 99 95 88.5 83.2 859

84 84 84.0 84.0

68 61 97 95 86.3 82.2 84.3

56 61 107 93 86.8 81,3 84.1

47 107 85。 1 82.1 83.6

(男可)-1



自 立

入所サービス

短期入所 (ホーム)

ケアタヽウス 29

グループホーム

短期入所 (GH)

守山デイ

幸津川デイ

リハステ守山

リハステ草津

訪問介護

居宅支援

合  計 29

C,介護度別人数

D,入院、受診状況

E,契約解除の状況

(人 ) (人 )

要支援
平均支援

1 2

0 0 0.0

5 2 1.3

0 0

0 0

7 11 1.6

5 8 1.6

27 39 1.3

16 26 1.6

0 3 2.0

14 15 1.5

74 104

(人 )

介護度
平均介護度

1 2 3 4 5

1 2 36 40 21 3.8

35 36 20 23 6 2.4

11 3 0 0 0 1.2

6 5 7 0 0 2.1

1 1 0 0 0 1.5

67 22 11 2 2 1.6

22 17 14 13 4 2.4

60 22 4 4 0 1.5

54 21 9 1 0 15

28 17 9 5 5 2.1

101 35 18 8 3 1.6

386 309 265 96 41

(人 )

受診者数

248

453

701

(人 )

人数 平均期間 延べ日数 前年度延べ日数

入所サービス 35 19 818 936

ケアハウス 18 23.3 419。 4 357

グァレープホーム 2 22.5 45 24

合  計 55 65 1,282 1,317

理 由
死 亡 サービス移行

入院中 施設内 在宅 継続治療 法人内サービス 法人外サービス 老健入所 その他

入所サービス 4 28 0 0 0 0 0 7

短期入所 (ホーム) 18 0 3 0 15 7 0 2

ケアノヽウス 3 0 0 1 0 2 0 0

グループホーム 0 0 0 1 0 0 0 0

短期入所 (GH) 0 0 0 0 0 0 0 0

守山デイ 3 0 7 0 22 7 13 7

幸津)||デイ 7 0 1 0 3 6 0 24

リハステ守山 0 0 6 0 0 7 1 8

リハステ草津 0 0 3 0 0 8 1 16

訪問介護 5 0 0 6 1 8 0 3

居宅支援 17 0 1 6 3 3 7 2

合   計 57 28 21 14 44 48 22 69

(男噂)-2



種   男1 受入回数 人数 期間 延べ人数

社会福祉士 1 1 14 14

介護福祉士 7 12 96 165

看護師 2 13 17 107

体験学習 8 32 28 66

初任者 ,実務者研修実習等 0 0 0 0

合  計 18 58 155 352

4,職員研修の状況

副主任

5,リスクマネジメントの状況

3,実習生、研修生の受け入れ状況   合計  24団体

(件 )

※事故とは保険者に対し報告すべき基準を満たした件数 守山市基準:入院、死亡に至った事故

※準事故とは受診・往診を基準とした件数 (その他、直接利用者に関わらない事故も含む)

班長

別階層別研修 専門研修 外部研修 必須研修

新規・中途採用 普通救命講習 メンター(ブラシス)育成研修 個人情報保護法

ジュニア・ミドル スーパーバィザー養成研修 抱え上げない介護推進セミナー 身体拘束・高齢者虐待

シニア ストレスマネジメント研修 認知症介護実践者研修 感染予防

ゆいの里研究発表会 雇用管理責任者講習 防災・防犯

生産性向上支援訓練【主・副主任】 ケアテックス関西2019

主任 ひもときシート研修 明日から使える時間活用術

トンプ・部長・課長 介護に関わる専門職として持つべき死生観について 補助金を活用した災害対策セミナー 等

10回 15回 106人 4回

ひやり・ハット報告 準事故 行政報告事故 苦情報告

入所サービス 317 517 5 5

ケアハウス 17 5 0 0

グループホーム 188 348 1 0

デイサービス 92 135 0 2

リハステーション 56 30 1 17

訪問介護 10 27 0 3

居宅支援 9 14 0 2

北部包括 18 0 0 0

事務所 0 2 0 1

合  計 707 1,078 7 30

6,昔情受付の状況

(内訳 )

入月り〒(事務所含む) 両デイ 両リハステ ケアハウス グループ 訪問介護 居宅支援 包  括 合 計

受付件数 6 2 17 0 0 3 2 0 30

内 容 入 所 両デイ 両リハステ ケアハウス グループ 訪問介護 居宅支援 包  括 合 計

サービス不良 2 2 3 0 0 1 0 0 8

サービス向上 0 0 3 0 0 1 0 0 4

職員の態度不良 6 1 4 0 0 1 0 0 12

サービス未実施、間違 0 0 3 0 0 0 0 0 3

利用者請求間違い 0 0 1 0 0 0 0 0 1

その他 0 2 3 0 0 0 2 2 9

合  計 8 5 17 0 0 3 2 2 37

(男 U)-3



7,防災、防犯訓練等の状況

8,ボランティアの来園状況

ボランティア登録グループ数

ボランティア登録延べ人数

事業所別来園者延べ人数

9,人員状況表

(R2年度末人員状況表)

*法人全体のBCP研修、訓練
BCP研修 (園内研修 :全職員対象、 中途採用者研修 :中途採用者対象)
防犯研修 12/18講師:守山警察署

1回

(人 )

常勤職員 (ノ ―ヾ卜含)換算人数⇒ 165.0人

平均年齢       全体 48.5歳
正規職員 40.4歳

※正規職員離職率=6.6%

(期中退職者)■ (期首職員数十期中採用者)

H30年  11.8%

一昨年 11.5%

52グループ

268人

(部署別人数)特養

デイ

居宅

訪問・地域

KH

GH

包括

本部・総務

(男女別人数 )

２５

３５

２

１０

５

１２

４

６

５７

２３

５

２

５

８

１０

９

８２

５８

７

１２

‐０

２０

１４

‐５

(人 )

(役員・日宿直者含)

女

152

男女

７６

女

７６

男

４３

男

23

地震想定 夜間想定避難訓練 消火訓練 総合訓練訓練種別

(合計に含む)
水防想定

防災、防犯研修

BCP含む

昼間実施
通報訓練 合計

(合計に含む) (合計に含む)部署 昼間実施

1 19 3 2 1入所サービス 3 3 3

1 0 1 25 2 2 9 1ケアハウス

0 12 6 2 2 1グループホーム 2 2

1 0 0 11 2 2 5 1守山デイ

0 0 12 2 6 2 2幸津サIIデイ 2

00 0 0 02 0 2 4リハステ守山

0 0 00 2 4 0 0リハステ草津 2

635 9 8 2 213 11 11合  計

入所サービス 798 ケアハウス 182 グループホーム 116

守山デイ 582 幸津,IIデイ 482 延べ人数合計 2,160

正規職員  パート職員  合計

平成31年3月 末日人数 104 93 197

平成31年4月 1日 人数 107 94 201

期中入職者 14 23 37

退職者 8 11 19

令和2年 3月 31日 人数 113 106 219

令和2年 4月 1日 人数 119 99 218

(月町)-4

66


